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トピックス II
B型肝炎ワクチンを小児に広く接種する方向性を確認

川崎医科大学小児科
中野　貴司

　B型肝炎ワクチンは、予防接種制度の見直しについての第二次提言（2012 年 5月）、予防接種法の一
部を改正する法律案に対する附帯決議（2013 年 3月）にもとづき、定期接種化の必要性が検討されてき
ました。定期接種化の課題として、小児期の水平感染の実態のさらなる把握、異なる遺伝子型ウイルス
に対するワクチンの予防効果に関する検討などが挙げられていました。
　第 12回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会予防接種基本方針部会（2015 年 1月 9日）、第 6回
厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会（2015 年 1月 15 日）において、これら技術的課題に関して、
これまでの検討結果が報告されました（表 1，表 2）。そして、B型肝炎ワクチンを仮に国民に対して広
く接種機会を提供する場合の対応案が審議され、表 3の内容が承認されました。
ただし、これはあくまで技術的検討の結果です。今後、国民に対して広く接種機会を提供する仕組みと
して実施するためには、ワクチンの供給・実施体制の確保、必要となる財源の捻出方法などの検討を行
った上で、関係者の理解を得るとともに、副反応も含めた予防接種施策に対する国民の理解が必要とな
ります。
　以上が、B型肝炎ワクチンの厚生科学審議会での審議の現状ですが、本ワクチンをわが国でも広く小
児に接種する方向性が確認され、海外諸国との「ワクチン・ギャップ」を解消する歩みがまた一歩前へ
進んだと言えます。
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表 3　B型肝炎ワクチンを仮に国民に対して広く接種機会を提供する場合の対応案

表 2　交差反応の検討について
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表 1　小児の水平感染に関する検討について
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